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如
何
に
土
屋
殿
に
申
す
べ
き
事
の
候
。

何
事
に
て
候
ふ
ぞ
。

唯
今
関
東
に
下
り
な
ば
。
是
が
限
り
な
る
べ
し
。
清
水
の

方
へ
輿
を
立
て
ゝ
賜
は
り
候
へ
。

そ
れ
こ
そ
易
き
御
事
。
如
何
に
面
々
。
東
山
の
方
へ
輿
を

立
て
ら
れ
候
へ
。

南
無
や
大
慈
大
悲
の
観
世
音
さ
し
も
草
。
さ
し
も
畏
き
誓

ひ
の
末
。
一
称
一
念
猶
頼
み
あ
り
。
ま
し
て
や
多
年
値
遇

「「「「「「「「「「

シ
テ
詞

ワ
キ
詞

シ
テ

ワ
キ

シ
テ
サ
シ地

シ
テ地

シ
テ
サ
シ地

の
御
結
縁
空
し
か
ら
ん
や
。
あ
ら
御
名
残
惜
し
や
。
い
つ

か
又
清
水
寺
の
花
盛
。

帰
る
春
な
き
名
残
か
な
。

音
に
立
て
ぬ
も
音
羽
山
。

滝
つ
心
を
人
知
ら
じ
。

見
渡
せ
ば
柳
桜
を
こ
き
交
ぜ
て
。
錦
と
見
ゆ
る
故
郷
の
空
。

又
い
つ
か
は
と
思
出
の
。
限
り
な
る
べ
き
東
路
に
。
思
ひ

立
つ
こ
そ
名
残
な
れ
。
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我
な
ま
じ
ひ
に
弓
馬
の
家
に
生
れ
。
世
上
に
隠
れ
な
き
身

と
て
。

思
は
ざ
る
外
の
旅
行
の
道
。
関
の
東
に
趣
け
ば
。
跡
白
河

を
行
く
波
の
。
い
つ
帰
る
べ
き
旅
な
ら
ん
。

こ
ゝ
は
誰
を
か
松
坂
や
。
四
の
宮
河
原
四
の
辻
。

是
や
此
。
行
く
も
帰
る
も
別
れ
て
は
。
〳
〵
。
知
る
も

知
ら
ぬ
も
。
逢
坂
の
関
守
も
。
今
の
我
を
ば
よ
も
留
め
じ
。

勢
田
の
長
橋
う
ち
渡
り
。
立
ち
寄
る
影
は
鏡
山
。
さ
の
み

「「「「「「「「
シ
テ地

下
歌

上
歌

ロ
ン
ギ
地

シ
テ地

シ
テ

年
経
ぬ
身
な
れ
ど
も
。
衰
へ
は
老
曽
の
。
森
を
過
ぐ
る
や

美
濃
尾
張
。
熱
田
の
浦
の
夕
汐
の
。
道
を
ば
波
に
隠
さ
れ

て
。
廻
れ
ば
野
辺
に
鳴
海
潟
。
又
八
橋
や
高
師
山
。
〳
〵
。

汐
見
坂
橋
本
の
。
浜
名
の
橋
を
打
ち
渡
り
。

旅
衣
。
か
く
来
て
見
ん
と
思
ひ
き
や
。
命
な
り
け
り
。

小
夜
の
中
山
は
是
か
と
よ
。

変
は
る
淵
瀬
の
大
井
川
。
過
ぎ
行
く
波
も
宇
津
の
山
。

越
え
て
も
関
に
清
見
潟
。
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三
保
の
入
海
田
子
の
浦
。
打
ち
出
で
ゝ
見
れ
ば
真
白
な
る
。

雪
の
富
士
の
嶺
箱
根
山
。
猶
明
け
行
く
や
星
月
夜
。
早
鎌

倉
に
着
き
に
け
り
。
〳
〵
。

夢
中
に
道
あ
つ
て
塵
埃
を
隔
つ
。
実
に
や
そ
こ
と
も
知
ら

ざ
り
し
。
山
を
越
え
水
を
渡
つ
て
。
此
関
東
に
着
き
ぬ
。

百
年
の
栄
花
は
塵
中
の
夢
。
一
寸
の
光
陰
は
沙
裏
の
金
。

実
に
や
故
郷
は
雲
井
の
よ
そ
。
千
代
も
と
契
り
し
友
人
も
。

変
は
る
世
な
れ
や
我
一
人
。
鎌
倉
山
の
雲
霞
。
実
に
斯
か

「「「「「「
地

シ
テ
サ
シ詞

ワ
キ
詞

シ
テ
詞

ワ
キ
詞

る
身
の
習
ひ
か
や
。

か
く
て
な
が
ら
へ
諸
人
に
面
を
さ
ら
さ
ん
よ
り
。
天
晴
疾

う
斬
ら
れ
ば
や
と
思
ひ
候
。

あ
ら
痛
は
し
や
盛
久
の
独
言
を
仰
せ
候
。
如
何
に
申
し
候
。

土
屋
が
参
り
て
候
。

土
屋
殿
と
候
ふ
や
此
方
へ
御
入
り
候
へ
。

御
下
向
の
由
を
披
露
申
し
て
候
へ
ば
。
急
ぎ
誅
し
申
せ
と

の
御
事
に
て
候
。
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唯
今
も
独
言
に
申
し
ゝ
如
く
。
か
く
て
な
が
ら
へ
諸
人
に

面
を
曝
さ
ん
よ
り
も
。
天
晴
疾
う
斬
ら
れ
ば
や
と
の
念

願
。
さ
て
は
早
叶
ひ
て
候
ふ
よ
。
さ
て
最
期
は
唯
今
に
て

候
ふ
か
。

い
や
御
最
期
は
此
暁
か
。
然
ら
ず
は
明
夜
か
と
仰
せ
出
だ

さ
れ
て
候
。

さ
て
は
暫
く
の
時
刻
に
て
候
ふ
よ
。
さ
て
も
此
程
土
屋
殿

の
御
芳
志
。
申
す
も
中
々
愚
か
な
り
。
又
無
か
ら
ん
跡
一

「「「「「
シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

返
の
念
仏
を
も
御
回
向
に
預
か
ら
ば
。
二
世
ま
で
の
御
芳

志
た
る
べ
し
。
我
此
年
月
清
水
の
観
世
音
を
信
じ
。
毎
日

彼
御
経
を
怠
る
事
な
し
。
さ
り
な
が
ら
今
日
は
い
ま
だ
読

誦
申
さ
ず
候
ふ
程
に
。
御
暇
を
賜
は
り
候
へ
。
彼
御
経
を

読
誦
申
し
た
く
候
。

そ
れ
こ
そ
有
難
う
候
へ
。
土
屋
も
是
に
て
聴
聞
申
さ
う
ず

る
に
て
候
。

有
難
や
大
慈
大
悲
は
薩
埵
の
悲
願
。
定
業
亦
能
転
は
菩
薩
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の
直
道
と
か
や
。
願
は
く
は
無
縁
の
慈
悲
を
垂
れ
。
我
を

引
導
し
給
へ
。
今
生
の
利
益
も
し
欠
け
ば
。
後
生
善
所
を

も
誰
か
頼
ま
ん
。
二
世
の
願
望
も
し
空
し
く
は
。
大
聖
の

誓
約
豈
虚
妄
に
あ
ら
ず
や
。
或
遭
王
難
苦
臨
刑
欲
寿
終
。

念
彼
観
音
力
刀
尋
段
々
壊
。

有
難
や
此
御
経
を
聴
聞
申
せ
ば
。
御
命
も
頼
も
し
う
こ
そ

候
へ
。

実
に
よ
く
御
聴
聞
候
ふ
物
か
な
。
此
文
と
謂
つ
ぱ
。
た
と

「「「「「「

ワ
キ
詞

シ
テ
詞

ワ
キ

シ
テ

二
人地

ひ
人
王
難
の
災
に
逢
ふ
と
い
ふ
と
も
。
そ
の
剣
段
々
に
折

れ
。

又
衆
怨
悉
退
散
と
い
ふ
文
は
。
射
る
矢
も
其
身
に
立
つ
ま

じ
け
れ
ば
。

実
に
頼
も
し
や
去
り
な
が
ら
。
全
く
命
の
為
め
に
此
文
を

誦
す
る
に
あ
ら
ず
。

種
々
諸
悪
趣
地
獄
鬼
畜
生
。
生
老
病
死
苦
以
漸
悉
令
滅
。

此
文
の
如
く
は
。
諸
の
悪
趣
を
も
。
三
悪
道
は
遁
る
べ
し
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や
。
有
難
し
と
夕
露
の
。
命
は
惜
し
ま
ず
。
唯
後
生
こ
そ

は
悲
し
け
れ
。

昔
在
霊
山
の
。
御
名
は
法
華
一
仏
。
今
西
方
の
主
又
。
娑

婆
示
現
し
給
ひ
て
。
我
等
が
為
め
の
観
世
音
。
三
世
の
利

益
同
じ
く
は
。
か
く
刑
戮
に
近
き
身
の
。
誓
ひ
に
い
か
で

洩
る
べ
き
や
。
盛
久
が
終
の
道
。
よ
も
闇
か
ら
じ
頼
も
し

や
。

あ
ら
不
思
議
や
。
少
し
睡
眠
の
内
に
。
新
な
る
霊
夢
を
蒙

「「「「「「
地

シ
テ
詞

ワ
キ

シ
テ
詞

ワ
キ

シ
テ

り
て
候
ふ
は
如
何
に
。
あ
ら
有
難
や
候
。

既
に
八
声
の
鶏
鳴
い
て
。
御
最
期
の
時
節
唯
今
な
り
。
早
々

御
出
で
候
へ
と
よ
。

待
ち
設
け
た
る
事
な
れ
ば
。
左
に
は
金
泥
の
御
経
。
右
に

は
思
ひ
の
珠
の
緒
の
。
命
も
今
を
限
り
な
れ
ば
。
是
ぞ
此

世
を
門
出
の
庭
に
。
足
よ
わ
〳
〵
と
立
ち
出
づ
る
。

武
士
前
後
を
囲
み
つ
ゝ
。
是
ぞ
別
れ
の
鶏
の
声
。

鐘
も
聞
ふ
る
東
雲
に
。
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籠
よ
り
籠
の
輿
に
乗
せ
。

由
比
の
汀
に
。

急
ぎ
け
り
。

夢
路
を
出
づ
る
曙
や
。
〳
〵
。
後
の
世
の
門
出
な
る
ら
ん
。

さ
て
由
井
の
汀
に
着
き
し
か
ば
。
座
敷
を
定
め
敷
皮
し
か

せ
。
早
々
直
ら
せ
給
ふ
べ
し
。

盛
久
や
が
て
座
に
直
り
。
清
水
の
方
は
其
方
ぞ
と
。
西
に

向
ひ
て
観
音
の
。
御
名
を
称
へ
て
待
ち
け
れ
ば
。

「「「「「「「「「「「
ワ
キ

シ
テ

ワ
キ地

ワ
キ

シ
テ
詞

太
刀
取

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

太
刀
取
後
に
ま
は
り
つ
ゝ
。
称
念
の
声
の
下
よ
り
も
。
太

刀
振
り
上
ぐ
れ
ば
こ
は
如
何
に
。
御
経
の
光
り
眼
に
塞
が

り
。
取
り
落
し
た
る
太
刀
を
見
れ
ば
。
二
つ
に
折
れ
て
段
々

と
な
る
。
こ
は
そ
も
如
何
な
る
事
や
ら
ん
。

盛
久
も
思
ひ
の
外
な
れ
ば
。
唯
茫
然
と
あ
き
れ
居
た
り
。

い
や
い
や
何
を
か
疑
ふ
べ
き
。
此
程
読
誦
の
御
経
の
文
。

臨
刑
欲
寿
終
。

念
彼
観
音
力
。
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刀
尋
。

段
々
壊
の
。

経
文
新
に
曇
り
な
き
。
剣
段
々
に
折
れ
に
け
り
。
末
世
に

て
は
無
か
り
け
り
。
あ
ら
有
難
の
御
経
や
。
や
が
て
此
由

聞
し
召
し
。
急
ぎ
御
前
に
参
れ
と
の
。
御
使
度
々
に
重
な

れ
ば
。
召
に
随
ひ
盛
久
は
。
鎌
倉
殿
に
参
り
け
り
。
〳
〵
。

如
何
に
盛
久
御
前
に
て
候
。
君
此
暁
不
思
議
な
る
御
霊
夢

の
御
告
あ
り
。
盛
久
も
若
し
夢
や
見
け
る
と
の
御
事
に
て

「「「「「「「「「
シ
テ

ワ
キ地

ワ
キ
詞

シ
テ
詞

ワ
キ

シ
テ

シ
テ
ク
リ地

候
。

何
を
か
隠
し
申
す
べ
き
。
今
夜
不
思
議
の
御
霊
夢
を
蒙
り

て
候
。

さ
ら
ば
其
霊
夢
の
様
を
御
前
に
て
真
直
に
申
し
上
げ
ら
れ

候
へ
。

畏
つ
て
候
。

そ
れ
不
就
正
覚
の
御
誓
ひ
。
今
以
て
始
め
な
ら
ず
。

過
去
久
遠
の
大
悲
の
光
り
。
何
く
不
到
の
所
な
ら
ん
。
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然
る
に
我
此
光
陰
を
頼
み
。

日
夜
朝
暮
に
怠
ら
ず
。
彼
御
経
を
修
読
せ
し
に
。
取
り
分

き
此
時
節
刑
戮
に
近
き
身
を
思
つ
て
。
片
時
怠
る
事
も
な

く
。

初
夜
よ
り
後
夜
の
一
点
ま
で
。

蕭
然
と
し
て
座
し
た
り
し
に
。

六
窓
い
ま
だ
明
け
ざ
る
に
。
耿
然
た
る
一
天
。
虚
明
な
る

内
に
思
は
ず
も
。
八
旬
に
た
け
給
ひ
ぬ
と
。
見
え
さ
せ
給

「「「「「「「

シ
テ
サ
シ地

シ
テ地

ク
セ

シ
テ地

ふ
老
僧
の
。
香
染
の
袈
裟
を
懸
け
。
水
晶
の
数
珠
を
爪
ぐ

り
。
鳩
の
杖
に
す
が
り
つ
ゝ
。
妙
聞
た
ゞ
し
き
御
声
に
て
。

我
は
洛
陽
東
山
の
。
清
水
の
あ
た
り
よ
り
。
汝
が
為
め
に

来
り
た
り
。
本
よ
り
大
慈
大
悲
の
。
誓
願
な
ど
か
空
し

か
ら
ん
。
唯
一
音
な
り
と
て
も
。
我
を
念
ず
る
時
節
の
。

王
難
の
災
は
遁
る
べ
し
。

況
ん
や
汝
年
月
。

多
年
の
誠
を
抽
ん
で
ゝ
。
発
心
人
に
越
え
た
り
。
心
安
く
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思
ふ
べ
し
。
我
汝
が
命
に
。
代
は
る
べ
し
と
宣
ひ
て
。
夢

は
即
ち
覚
め
に
け
り
。
盛
久
貴
く
思
ひ
て
。
歓
喜
の
心
限

り
な
し
。

頼
朝
是
を
聞
し
召
し
。
此
暁
の
御
夢
想
も
。
同
じ
告
ぞ

と
新
な
る
。
御
信
感
は
限
り
な
し
。

其
時
盛
久
は
。
夢
の
覚
め
た
る
心
地
し
て
。
感
涙
を
と
め

か
ね
。
御
前
を
罷
り
立
ち
け
れ
ば
。

如
何
に
盛
久
暫
し
と
て
。
御
簾
を
上
げ
て
召
さ
る
れ
ば
。

「「「「「「「「

ロ
ン
ギ
地

シ
テ地

シ
テ地

シ
テ地

ワ
キ
詞

せ
ん
か
た
も
な
き
盛
久
が
。

命
は
千
秋
万
歳
の
。
春
を
祝
ふ
ぞ
と
。
御
盃
を
下
さ
る
れ

ば
。

種
は
千
代
ぞ
と
菊
の
酒
。

花
を
受
け
た
る
袂
か
な
。

如
何
に
盛
久
。
盛
久
は
平
家
譜
代
の
侍
武
略
の
達
者
。
殊

に
は
乱
舞
堪
能
の
由
聞
し
召
し
及
ば
れ
た
り
。
一
年
小
松

殿
。
北
山
に
て
茸
狩
の
遊
路
の
御
酒
宴
に
於
て
。
主
馬
の
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盛
久
一
曲
一
奏
の
事
。
関
東
ま
で
も
隠
れ
な
し
。
殊
更
是

は
悦
び
の
折
な
れ
ば
。
唯
一
指
と
の
御
所
望
な
り
急
い
で

仕
り
候
へ
。

有
難
し
〳
〵
得
が
た
き
は
時
。
去
り
が
た
き
は
貴
命
な

り
。
盛
久
か
ゝ
る
時
節
に
逢
ふ
事
。
世
以
て
た
め
し
有
る

べ
か
ら
ず
。
治
ま
り
靡
く
時
な
れ
や
。
一
天
四
海
の
内
の

み
か
。
人
の
国
ま
で
日
の
本
の
。
唐
が
原
も
此
所
。
（
男
舞
）

酒
宴
半
の
春
の
興
。
〳
〵
。
曇
ら
ぬ
日
影
の
ど
か
に
て
。

「「「「

シ
テ
詞地

シ
テ地

君
を
祝
ふ
千
秋
の
。
鶴
が
岡
の
松
の
葉
の
。
散
り
失
せ
ず

し
て
正
木
の
か
づ
ら
。

長
居
は
恐
れ
あ
り
。

長
居
は
恐
れ
あ
り
と
。
罷
り
申
し
仕
り
。
退
出
し
け
る

盛
久
が
。
心
の
内
ぞ
ゆ
ゝ
し
き
。
〳
〵
。
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